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今月は…魚 

　豊田市矢作川研究所と矢作川天然アユ調査会では、

毎年4月から6月にかけて、明治用水頭首工（取水堰）

で魚道をそ上する稚アユの数を調査しています。調査

結果は、矢作川天然アユ調査会のホームページ（http:// 

www.hm7.aitai.ne.jp/̃tsuru/）で公表されており、矢作川

での天然アユ（海産アユ）の資源量を推定する貴重な

データになっています。調査は、日の出から日没まで

「目で見て数える」という方法で行っていますが、調

査員の負担も大きく、調査を継続する上で効率的な手

法が求められていました。 

　そこで、調査員の負担を軽減しつつ、調査精度の向

上も図れる「魚類の自動計数システム」の開発に取り

組みました。このシステムは、魚道にカメラを設置し

て、稚アユがそ上する映像をパソコンに取り込み、画

像処理により稚アユを判別して、その数を自動で計数

するというものです。画像処理は専用のハードウエア 

魚道をそ上する稚アユの自動計数システムの作製 
 

岩見　聡 

　現場での試験は稚アユのそ上時期に行っています。

矢作川では例年、5月の連休頃にそ上のピークを迎え

ますが、今年は春先の海水温が例年に比べて低かった

こともあり、本格的なそ上が始まったのは5月中旬か

らでした。今年実施した試験の様子を写真に示しまし

たが、自動での計数は目視による計数と同程度の精度

という結果が得られました（グラフ参照）。 

　今年の試験も中盤を迎えていますが、カメラの設置

方法などを工夫し、システムにも改良を加えて、実用

化の目処をつけることにしています。来年は、これま

での試験の結果をふまえて、従来の目視による調査と

並行して自動計数システムを本格的に運用し、目視計

数から自動計数への移行のための最終的な試験にでき

ればと考えています。 

 

によらず、市販のカメラとパソコンを使用するので安

価にシステムを構築できるのが特徴です。 

設置状況 

図 　目視計数と自動計数との比較 

（いわみ　さとし、NPO法人魚道研究会　会員） 
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流れ橋付近のイチモンジタナゴ 
～豊田市の魚…（４）～ 

藤井泰雄 

（ふじい　やすお、矢作川淡水魚保護倶楽部） 

旧流れ橋付近の矢作川 

※絶滅危惧IB類…絶滅の危機に瀕している種のうち、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

いつの間にか姿を消した。水質悪化が指摘されな

がらも矢作川本流にはタナゴの棲める環境がまだ

残されている。越戸ダム湖に生息するヤリタナゴ

をはじめ、下流の上郷地区にはアブラボテの生息

も知られている。これらの魚が、本来の生息地で

ある小川やそれに連なる池沼に戻ってくる環境の

復活を考えたいものだ。これができた時はメダカ

やドジョウも一緒に帰って来ると思う。 

　イチモンジタナゴは環境省により絶滅危惧IB類

に指定されている種で、明治用水頭首工より上流

部では滅多に見ることができない。生息数が非常

に少ないためである。私が10年間で確認したのが3

個体のみである。最初に確認したのは平成7年2月、

豊田大橋下流の左岸であった。当時、豊田大橋は

建設中で、下流部の護岸工事に際して行なわれた

魚類調査で2個体を確認して以来10年振りのことで

ある。本種は琵琶湖から河川放流用のアユに混じ

って移入された、といわれているが、私は安易に

これを口にしたくない。「非科学的のそしり」を免

れないと思うが、太古の昔から矢作川で進化して

きた、と思いたいのだ。これが「矢作川人の情」な

のだ。 

　私の手元にある「越戸公園付近に生息する魚類」

と題する調査結果を記したリストに30番目の種と

して記載したことは言うまでもない。 

 

※ 

イチモンジタナゴ 

　私は、平成17年6月初め頃、川の生物を対象とし

た観察会に備え、矢作川に生息する魚類を子供達に

体感してもらうため魚捕りをしていた。場所は、旧

流れ橋上流部の瀞場で「渡し場」と呼ばれている所

である。ぜひ見せたいと思った魚は、シマドジョウ、

スジシマドジョウだが、その他可能な限りたくさん

の種を集めたいと思い、タモ網や釣り竿などの道具

を用いた。 

　シマドジョウは捕獲できたが、スジシマドジョウ

は確認することができなかった。シマドジョウの他

に、オイカワ、アブラハヤ、コウライモロコ、カマ

ツカ等のコイ科魚類がたくさん捕れた。この中に一

尾だけ鮮やかな青色を基調にした美しい魚が混じっ

た。イチモンジタナゴである。 

　本種は、明治用水頭首工より下流域で多く見られ

る。私も過去に葵大橋付近で数個体確認したことが

ある。下流部に生息する魚類に詳しい知人によれば、

矢作古川では特に多く生息し、季節によっては、小

学生でも簡単に釣ることができるそうだ。 

　タナゴ類の魚は、元々小川や池沼を好んで生息す

る種で、私が子どもの頃は矢作川の支流である篭川

と、それに連なる田んぼの間の小川で多く捕ること

ができた。しかし、こうした生息場所は河川改修、

圃場整備の結果生じた生息環境の悪化、農薬使用、

家庭排水等による水質汚染によって生息域を奪われ 

とろ 

ほじょう 



外来種について自分が考えること 

鏡味　嵩 

解剖する筆者 

オオクチバス 

市の調査では池・沼の80％ほどが外来魚に占領され

ていました。地域の人々に知られていないだけでこ

れらの外来魚が密かに侵入していたのです。在来種

は、危機的状況です。ある池のブラックバスとブル

ーギルを解剖して消化管の内容物を調べたところ、

やはり在来種を食べていたのです。 

　地元、西三河地方の生態系を昔のように取り戻し

たいと思う気持ちがとても強くなりました。地域を

大切に思う心は、ぼくだけではなく皆さんもきっと

同じだと思います。矢作川や幾つもの池や沼を外か

ら見ていると、きれいで自然豊かな西三河ですが、

実は水の中では、ここにあげた外来魚だけでなく貝

類、水辺の植物類など、外来生物の侵入によって恐

ろしい姿に変わってしまっています。ぼくは、今後

も研究・追究を続けて多くの人にこの現状を知って

もらい、琵琶湖での駆除活動のようなことができる

ことを願っています。 

　ぼくは、この一年間、外来魚問題を追いかけてき

ました。日本一この問題について進んでいる滋賀県

の琵琶湖に何度も何度も行ってきました。まずはオ

オクチバスやブルーギルの生態について知ることが

大切だと思い、滋賀県の琵琶湖博物館に行きました。

ぼくが想像していたより食性が多様だったことに驚

きました。琵琶湖の今の状況は、オオクチバスやブ

ルーギルが、在来の動植物を食い荒らし、琵琶湖本

来の姿が失われようとしています。生態系のバラン

スが崩れようとしています。 

　ぼくがまず考えたことは、琵琶湖を昔の姿に少し

でも近づけるためには、どんなことが自分一人でも

出来るかということです。そして、琵琶湖で外来魚

の問題に取り組むボランティアグループ「琵琶湖を

戻す会」の駆除大会に参加をしてきました。この会

の活動には、全国から多くの人が参加をしています。

この他にも生物多様性の保全について知識を深めよ

うと多くのシンポジウムや研究会に参加しました。 

　自分が住んでいるこの西三河では、ウシモツゴや

カワバタモロコが絶滅の危機に瀕しています。岡崎 

（かがみ　たかし、 

　　　　　　　愛知教育大学附属岡崎中学校２年） 



　春になると東南アジアから戻り、家の周りを飛び交うツバメ。我が家の軒先にも巣をかけて
います。昨年は立派な巣を造った矢先、相棒を不慮の事故で失ったのかあるいは浮気されたの
か、片方のツバメが毎日、家の電線で相棒を捜すようにジュピジュピーと鳴いていました。子
育てできなかったツバメ、今年は戻ってくるのかなという家主の心配をよそに、 4月に入ると
元気な姿を見せてくれました。新しい相棒を見つけた（復縁したのか）ようで、つがいで早朝か
ら巣の修理に専念しています。 
　この時期、矢作川の川面を一目100羽ぐらいのツバメが飛び交う壮観なシーンに出くわす
ことがあります。きっと、餌となるカゲロウたちが羽化してくるタイミングをねらって集まっ
てくるのでしょう。あらためて、矢作川はたくさんの生き物を支えているのだと感動を覚えま
す。皆さんも「一目100羽」のツバメを見に矢作川へ出かけませんか？（内田） 
 

　5月7日（日）に、矢作川天然アユ調査会の10周年記念シ
ンポジウム「ここまでわかった矢作川の天然アユ」が、JA
あいち豊田で開催されました。 
　170名をこえる参加者のもと、高知県より当調査会顧問
の高橋勇夫氏を迎え、矢作川と三河湾で10年にわたって行
ってきたアユ生態調査の成果を発表しました。 
　漁協やアユの釣り師も多く参加されていたので、天然ア

ユ調査会の取り組みをより深く理解してもらえる有意義な 

シンポジウムになったと思います。 
　シンポジウムの後の交流会では、なごやかな雰囲気の中、
参加者は展示した調査道具やアユの標本を肴に親睦を深め
ました。 
　今回のシンポジウムの実行委員長を務められた水野さん
の話では、「次回は５年後ぐらいを目途に開催したい」との
ことです。 
　新しい成果が出ることを期待したいと思います。 

調査道具の展示 新見克也氏による報告 

　今年も恒例の川会議が、5月13日（土）に古鼡水辺公園で開かれました。あいにくの雨の
中、足助の川を守る会の高橋秀豪会長が活動報告を、岐阜経済大学の森誠一教授が「いい
川とは、何か」と題して基調講演をされました。その後のディスカッションでは、「矢作
ドンブラコ」プロデューサーの竹内正美氏をコーディネータに８名のパネラーが矢作川へ
の思いを語りました。雨の中で靴がドロドロになりながらも多くの方に足を運んでいただ
き、会場はほぼ満席の盛況ぶりでした。 
　結局、午前のアマゴ釣り大会を含め全ての行事が予定通り行われ、改めてみんなの熱意
を感じさせる、思い出に残る川会議となりました。 

矢作川天然アユ調査会のシンポジウムが開催されました 

2006年矢作川「川会議」の報告 

森誠一氏による基調講演 


